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会長挨拶：高橋 司会長（三条ＲＣ） 

皆さん、こんにちは。 

本日は市内４クラブ合

同例会に多数ご出席い

ただきましてありがと

うございます。今年度

幹事クラブであります

三条ＲＣ会員を代表い

たしましてお礼を申し

上げます。 

昨年の９月２０日に開

催しました第４分区の

ＩＭには皆様方からのご協力により無事終了す

ることが出来ました。ロータリアンの友情に感

謝・感謝です。本当にありがとうございました。 

本日３月１１日は東日本大震災が発生した日で

す。 

２０１１年１４時４６分１８．１秒 日本の太平

洋三陸沖を震源として発生した地震です。あれか

ら４年が過ぎようとしている現在、復興はなかな

か進んでおりません。一日でも早い復興を願うば

かりです。 

本日の講演は「佐渡金銀山の世界遺産登録に向け

て」と題しまして新潟県教育庁文化行政課 世界

遺産登録推進室 参与 吉田 博 様より講演を

お願いしてありますので宜しくお願いします。 

昨年６月には群馬県の富岡製糸場と絹産業遺産

群が産業遺産、近代化遺産として登録されました。

新潟県にも是非世界遺産登録を実現し、観光と遺

産の保護になればと思っておりますので、短い時

間でありますが一人でも多くの方々に関心を頂

ければと思っております。 

本日はありがとうございました。 

 

本日の行事：三条市内４ＲＣ合同例会 

「佐渡金銀山の世界遺産登録に向けて」 

◆講師：県教育庁文化行政課 

界産登録推進室参与 吉田 博様 

◆ゲスト：佐渡を世界遺産にする新潟の会 

     常任幹事 広川隆夫様 

 

◆本日の出席：６５名中３８名（内記帳７名）    

◆先々週の出席率：６５名中４７名 72.31％ 

         （前年同期 73.53％） 

◆２月の出席状況：会員数６５名例回数４回 

         平均出席率 75.39％ 

         （前年同月 79.90％） 

 

◆先週のメークアップ（敬称略） 

  ３月５日燕ＲＣ 西村 護、加藤 實 

          大野新吉、石黒隆夫 

          石川勝行 

    ９日三条南ＲＣ  

          石川勝行、大野新吉 

          山崎 勲、米山忠俊 

◆本日の記帳受付（敬称略） 

  直江津ＲＣ 直江智成 

三 条ＲＣ 菊池 渉、斎藤弘文 

      五十嵐晋三、伊藤寛一 

      中村和彦、阿部吉弘 

      加藤紋次郎、中林順一 

三条南ＲＣ 船久保孝志、野中 悟 

坂本洋司、広岡豊樹 

谷 晴夫、池田 稔 

草野恒輔 

  三条東ＲＣ 小林昭雄 

  

 

　　2014-2015年度 
　　国際ロータリー会長：ゲイリーＣ.Ｋ.ホァン「ロータリーに輝きを」

　　第２５６０地区ガバナー：佐々木昌敏　「ロータリーは、あなた自身から」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－Ｙｏｕ are Ｋｅｙ－

三条北ロータリークラブテーマ「ロータリーライフを楽しみましょう」
　例会日：火曜日12：30～13：30

　例会場：三条ロイヤルホテル　℡34-8111

ＳＡＡ ：金子太一郎 　事務局：三条市本町3-5-25三条ロイヤルホテル内

　ＴＥＬ：0256-35-7160　　FAX：0256-35-7488
ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org ＡＤ：north@sanjo-nrc.org

例会日　２０１５．３ ．１１  　　　　　　累計№１３５３ 　　当年№３３

会　長：岡田　　健　　　　　　　　　　
幹　事：外山　裕一　　　　　　　　　
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会場：ジオ・ワールドＶＩＰ グランドホール１２:３０開会点鐘 出席総数：１３７名 

三条市内４ロータリークラブ講演 

 

 

 

県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室 

参与 吉田 博 様 

１ 誰でも知っている（つもりの）佐渡の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 世界遺産の歴史  どのように始まり、どういうものが世界遺産か 

世界遺産の現状（2014年 7月現在） 

世界遺産条約締約国   190 

世界遺産    文化遺産 759+21 

        自然遺産 １93+ 4 

        複合遺産  29+ 1  

              合 計 981+26 

日本の世界遺産 

登録済     文化遺産    14 

         自然遺産      4 

           合計     18 

暫定リスト   文化遺産   11 

          自然遺産   １  

３ 世界遺産になるための登録基準 

ⅰ) 人類の創造的才能を表す傑作 

ⅱ) 建築、科学技術、記念碑、都市計画などの発展に重要な影響を与えた、ある期間にわたる価値

観の交流を示すもの 

ⅲ) ある文化的伝統又は文明の存在を伝承する物証として無二の存在（少なくとも稀有な存在） 

ⅳ) 歴史上の重要な段階を物語る建造物、科学技術の集合体、景観の代表 

ⅴ) あるひとつの文化（又は複数の文化）を特徴づけるような伝統的居住形態若しくは土地利用形

態を代表する顕著な見本 

ⅵ) 顕著な普遍的な意義を有する出来事(行事)、生きた伝統、思想、信仰、芸術的作品、或いは文

学的作品と直接又は実質的関連があるもの    

４ 世界遺産に対応する世界の流れ 

   世界遺産一覧表に見る問題点 

    1.遺産の種別にみる不均衡  ・石造建築物への特化 ・欧州中世への特化 

2.文化遺産と自然遺産との間にある数的不均衡 



3 
                                    三条北ロータリークラブ週報 

   グローバル・ストラテジー(1994年（H6）) 

 世界遺産一覧表における不均衡の是正及び代表性、信頼性の確保のた

めのグローバルストラテジー 

５ 見直された世界遺産 － 産業遺産 

   世界の産業遺産 

６ 新たな佐渡の価値 

   佐渡を見る新たな視点 

   近代化の遺産 

   鉱山に関わる町並み 

 －鉱山の歴史をすべて語ることのできる佐渡 

     西三川砂金山 鶴子銀山 相川金銀山 

    

 

 

－世界遺産として見た佐渡の価値とは 

400年以上の長期にわたって、国内外の採掘技術を導入発展させ、遺跡・   

建造物・都市などの文化的伝統を形成している。 

近世から近代にかけて、鉱山技術のすべての段階が検証できる鉱山群である 

佐渡で造られた金貨幣が、江戸幕府、明治政府の社会・経済体制の基礎となり、やがて金本位制

を基準とする国際経済にも大きな影響を与えた。 

７ 世界遺産までの道のり 今はどこまで来ているのか 佐渡金山の現状と今後 

 推薦書を完成・国へ提出  H27年 3月 

文化庁として推薦を決定 H27年 7～9月 

世界遺産委員会に推薦書提出 H28年 1月 

ICOMOS関係者による現地視察 H28年 9月        

ICOMOSによる審査結果の発表 H29年 4～5月 

８ 終わりに  

   世界遺産は総合遺産―生活していること自体が世界への誇り 

三条市内のロータリークラブの皆さん 新しい目で佐渡を訪ねてみませんか。 

佐渡を世界遺産に 

講師紹介 

県 内 各 高 等 学 校 で 英 語 を 指 導   

長岡市教育委員会教育部長、県立阿

賀黎明中学校・高等学校長、県教育

庁文化行政課長兼世界遺産登録推進

室長、県立新潟中央高等学校長を経

て、平成 22年 4月より現職。 

世界遺産関連の実績・人脈が高く評

価されており、世界遺産に関して県

内屈指の知見の持ち主として、国内

外の学術会議や講演会等で精力的に

活動している。 
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佐渡を世界遺産にする新潟の会  

常任幹事 広川隆夫様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   閉会挨拶 

                                   星野南ＲＣ会長ｴﾚｸﾄ 

 

順次食事を済ませて例会場へ 

 

 

 

 

 

 

               

             進行 

三条ＲＣ松永ＳＡＡ 


